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【研究課題名】 

ターナー症候群女児における乳幼児期の身長推移に関する研究 

【研究期間】 

倫理委員会承認後(2017 年 1 月)  ～ 2017 年 12 月 31 日 

【研究の意義・目的】 

(1) 目的 

ターナー症候群女児では幼児期から成長が停滞し低身長をきたすことが明らかになって

いる。本研究は既報よりもさらに早期の乳幼児期の身長推移の傾向を明らかにし、早期診

断の一助となる指針を策定することを目的とする。     

(2) 意義 

ターナー症候群女児の多くは低身長をきたす。過去には早期幼児期は正常な成長を示し、

後に成長率が低下してくると言われていた。しかし近年、低身長は意外に早期から発生す

ることが明らかとなった(添付資料)。成人身長予後の改善のためにはより早期の診断と成長

ホルモン補充が必要である。しかし実際には、診断が遅れ、低身長が重度になって初めて

診断される症例が存在する。日本では 3 歳時健診以降の公的な健康診断は就学前まで存在

せず、3 歳までの成長記録から適切に早期診断する方策が重要と考えられ、本研究の目的の

1 つとしている。また既報では 1 歳未満の乳児期ターナー症候群女児の身長推移を論じたも

のは乏しく、成長曲線も存在しない。乳児期の身長推移そのものの傾向を明らかにするこ

とも本研究の重要な意義であること考えられる。 

【研究の方法】 

当院受診歴のあるターナー女性のうち、2016 年 12 月 22 日の時点で出生時および、1 ヵ

月時、3 ヵ月時、1 歳 6 ヵ月時、3 歳時のいずれかの身長・体重の記録が診療録で確認でき

る症例を抽出し、当院に保管された診療録を後方視的に検討する。 
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